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3-2-3 基本設計図 

本基本設計に係わる設計図面は以下のとおりである。 

図面番号 図面名称 枚数

1 施設配置計画図(イヴォリ地区) 1 

2 教室棟 1 階平面図（1/2） 1 

3 教室棟 2 階平面図、断面図（2/2） 1 

4 寄宿舎 1 階平面図（1/3） 1 

5 寄宿舎 2 階平面図（2/3） 1 

6 寄宿舎立面図、断面図（3/3） 1 

7 講堂平面図、断面図 1 

8 トラクタ格納庫平面図 1 

9 ワークショップ平面図、断面図 1 

10 施設配置計画図(インダフィ地区) 1 

11 管理・簡易宿舎棟平面図、断面図 1 

12 トラクタ格納庫平面図、断面図 1 

13 大型倉庫平面図、断面図 1 

14 乾燥場平面図、断面図 1 

15 取水口改修計画図 1 
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3-2-4 施工計画/調達計画 

3-2-4-1 施工方針/調達方針 

(1) 施工方針 

1) 事業実施主体 

本プロジェクト実施に当っての｢マ｣国側主管官庁は MAEP であり、同省の管轄下にある

CFAMA が実施機関として事業全体の調整及び実際の事業運営を担当する。コンサルタントとの

設計監理契約、施工業者との工事契約、機材調達業者との機材調達・据付工事契約の諸手続き

については、MAEP が契約当事者となる。事業実施の決定後、MAEP は｢マ」国の関係諸機関と協

力して、日本国政府との間で行われる交換公文（E/N）、銀行取極、本プロジェクトサイトの既存施

設撤去･整地、インフラ整備、環境影響評価手続き、アンチラベ市の建設許可申請、調達資機材

の免税措置、日本人派遣技術者に対する各種免税措置及び諸手続等を｢マ｣国側負担事業とし

て円滑かつ遅滞なく実施する必要がある。また、MAEP は日本国政府と｢マ」国政府との交換公文

締結後、自己負担において上記負担事業実施に必要な要員および予算を確保するとともに、日

本国側の無償資金協力となる設計・施工/調達監理に関するコンサルタントの雇用、施設建設・機

材調達のための業者選定及び契約業務を実施するために、施設建設及び機材調達・据付工事

のための入札業務を実施する。 

2) コンサルタント 

コンサルタントは｢マ｣国側契約当事者である MAEP との間で締結する設計・施工/調達監理に

関するコンサルタント契約に従って、本プロジェクトに係る施設及び機材の実施設計、日本の業者

が行なう施設建設及び機材調達・据付工事の監理業務を行う。また、コンサルタントは入札図書を

作成し、業者選定のための入札資格審査と入札業務を代行するとともに施工業者及び調達業者

との契約の締結を促進する。さらに、事業実施期間中、日本大使館、JICA 等の日本側関係機関

への報告･調整にもあたる。 

3) 工事請負業者/機材調達業者 

我が国の無償資金協力の手順に従って、公開入札により選定された日本国法人の工事請負

業者及び機材調達業者が、本プロジェクトの施設建設及び機材調達を実施する。工事請負業者

及び機材調達業者の選定に関しては、工事完成後も引き続き施設の補修・修理時の対応等のア

フターサービスが必要であり、当該施設の引渡し後の連絡及び調整についても十分に配慮して決

定する。また、工事請負業者及び機材調達業者は、それぞれの契約予定工期内で建設工事、機

材調達･据付工事を遂行し、施設並びに各機材の操作及び維持管理に関する技術指導を行い、

竣工検査完了後 MAEP に施設及び機材を引き渡す。 

4) 調達方針 

本プロジェクトで調達される機材は多種多様にわたるため、機材調達においては、以下の基本

方針に基づいた計画を立案する。 
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・ 調達機材は、現地の技術水準、維持管理状況等の現地調査結果を踏まえ、現地生産品、第

三国製品及び日本製品から｢マ」国にとって最も有利な製品を選択する。 

・ 採用する機材の選定にあたっては、交換部品、消耗品の入手の可能性、維持管理体制等を

考慮した計画とし、且つ使用環境条件に適したものとする。 

・ 先方による研修及び実習計画内容との整合性を図った調達機材の発注時期・輸送経路を考

慮する。 

機材調達を請負う日本の業者は、多岐の資機材調達を限られた工期内で完了しなければなら

ないことから、現地の調達状況（代理店）等の現地事情に精通している必要がある。実際の機材調

達にあたっては、日本からの派遣技術者により調達資機材のコミッショニング（検収・試運転・引渡

等）が実施されることになるが、機材引渡しが円滑に行えるよう関係機関と連絡を十分に行うものと

する。 

 

3-2-4-2 施工上/調達上の留意事項 

(1) 施工上の留意事項 

1) 建設業者 

｢マ｣国における主要な建設業者は首都アンタナナリボ市に集中している。一方、プロジェクトサ

イトのアンチラベ市周辺の建設業者は小規模な工事が主体のため、地元業者の技術力や資材調

達・労務管理能力を含む施工能力は万全とはいえない。本計画の施設は現地仕様を基本として

いることから地域の事情に通じた地元中堅業者の活用も十分可能と判断される。しかしながら、業

者選定に当っては過去の実績、技術力、資材調達・労務管理能力、資本力等の施工能力を総合

的に判断し、対象地域の事情に通じ、経験と信頼性の高い業者を採用することで、遅滞なく確実

な工程管理を行うことが肝要である。 

2) 労務事情 

 プロジェクトサイトはアンチラベ市内にあり、一般の労務者や左官・組積工については地域内で

調達可能である。しかし電気工・配管工や現地では一般的でない工種の熟練工は少なく、比較的

高い技能を要求される場合にはアンタナナリボ市から調達されている｡本計画でも主要工種の核と

なる技術者、熟練技能工についてはアンタナナリボ市からの調達を計画した上で日本人技術者に

よる十分な監督・指導を行う必要がある。 

3) 建設資材調達事情 

本計画の主要資材は、輸入品を含め国内で調達可能である。セメントはフランス規格に準じて

国内にて製造されている。屋根材の高耐候性カラー鉄板、鉄筋、鉄骨等は輸入品であるが、供給

量、流通状況は不安定である。木材は種類、量ともに豊富であるが、乾燥を十分に施した木製建

具や家具については国内産には限界がある。骨材に関しては資源が豊富である。また、型枠材に

は合板が、サポート材や足場架構は木材が一般的である。調達に当っては、品質、供給量及びコ

スト等を考慮して調達先を検討する必要がある。 
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4) 安全対策 

建設工事現場では作業員に対する安全確保に留意する｡本プロジェクトでは、屋根工事の高所

作業における転落・墜落事故を防止するため、鉄骨造の建物にはボルトの締め付け作業・屋根工

事期間中の墜落・落下防止用に水平ネットを設置する。また、作業員については安全作業を指

導・教育し、安全対策を講じると同時に盗難の防犯対策を考慮し、夜間も常駐の警備要員を配置

する必要がある。 

(2) 調達上の留意事項 

機材の調達にあたっては、機材の輸送、引渡し等に無理のないよう、以下の事項に留意して工

程計画を策定する。 

・ 通関に当っての免税手続き及び費用は｢マ｣国側が負担する。機材引渡しの前に、調達請負

業者が派遣する技術者により、機材の点検、調整、試運転及び運転維持管理に関するコミッ

ショニングが実施されるため、｢マ」国側による免税処置、輸入許可、通関手続き、車輌登録

及びその他貿易業務一般に関する諸手続きについて円滑に滞りなく行われるよう十分に留

意する。 

・ 内陸輸送は日本側負担とし、荷揚げ港のトアマシナからアンチラベ市の本プロジェクトサイト

までトラック輸送とする（約 370km）。日本側調達業者は調達計画を早期に策定して関係機関

との事前協議を行うとともに、機材の輸送状況について確認し、通関手続きや機材受け取り

が迅速に行われるよう十分に留意する。 

 

3-2-4-3 施工区分/調達・据付区分 

本プロジェクトの実施は無償資金協力の制度に従って日本国政府と｢マ｣国政府との協力によっ

て実施される。両国の施工/調達・据付区分は、以下の通りである。 

表 3-14 施工/調達区分 

負担項目 日本国 ｢マ」国 備  考 

1. 敷地の確保 

1)建設.敷地の確保 

 

2)工事仮設用地の確保 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

障害物、地中埋設部を含む既存施設の

撤去、整地を含む 

CFAMA 内の敷地 

2､ 施設建設 

1)本報告書に記載された施設の建設 

2)建設中の仮囲い・仮設ゲート 

3)塀等の整備  

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

施設の電気・衛生設備の付帯設備、 

 

塀、門扉などの新設や改修 

3. 機材調達・据付 

1)本報告書に記載された機材の調達 

2)上記以外の本プロジェクトに必要な機材 

3)資機材置き場の確保 

4)既存機材の移動 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

据付工事を含む 

 

 

既存機材の移動、据付を含む 

4. 手続業務 

1)施設建設に係る諸手続き 

2)免税手続き 

3)内陸輸送費 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

手続き費用を含む 

同上 
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4)通関手続き 

5)銀行取極に基づく支払授権書の発給･支払

手数料 

6)日本側負担以外の全ての経費 

7)本プロジェクトの業務遂行のために入国、滞

在する日本人に対する必要な便宜供与 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

同上 

同上 

 

同上 

同上 

 

 

本プロジェクトでの調達資機材の引渡し場所は、CFAMA のイヴォリ本校とし、イヴォリ本校におい

て引き渡しが行われるまでが日本側の負担事項となる。引き渡し後の資機材の維持管理は｢マ」国

側により行われる。また、調達資機材を用いて行われる各施設の建設工事及び建設後の施設に関

する管理責任は｢マ」国側とする。 

3-2-4-4 施工監理計画/調達監理計画 

(1) 実施設計 

日本国政府の無償資金協力の枠組みに基づき、コンサルタントは基本設計の趣旨を踏まえ、

実施設計、入札業務、施工・調達監理、施設及び機材引渡し業務について一貫したプロジェクト

チームを編成し、円滑な業務実施を図る。実施設計におけるコンサルタントの業務は以下の通り

である。 

・実施設計に必要な現地調査業務及び実施設計 

・基本設計時の積算の見直し 

・詳細設計および入札図書の作成 

(2) 施工監理計画/調達監理計画 

コンサルタントは入札業務の代行、入札評価及び契約交渉の立会い、施主との協議等を行うと

ともに、施工監理・調達監理において｢マ｣国側実施機関に、日本側施工請負業者、機材調達業

者との連携を円滑にし工程管理、品質管理、出来形管理及び安全管理等を行う。施工監理段階

においては、日本人の建築技術者 1 名を現場監督者として全期間に亘り現地に常駐させて、施

設の施工監理業務全般及び関係機関との連絡・調整を行う。調達機材検収時に機材の検収、据

付、初期操作指導・運用指導の監理に調達監理技術者を 1 名派遣する。施工監理技術者及び

調達監理技術者ともに日本の無償資金協力に精通したものであることが望まれる。また、現地の

慣習・社会条件等を踏まえた適正な監理を行う必要があることから、現地の事情に通じた建築エ

ンジニアを補助技術者として雇用し、常駐監理者を補佐させる計画とする。なお、工事の進捗に

合せて適切な時期に専門技術者を短期派遣し、検査立会いや施工指導を行う。 

(3) 監理業務内容 

1) 工事監理内容 

工事監理内容は、資機材調達、仮設工事、基礎工事、躯体工事、設備工事、内装工事及び外

構工事と多岐に亘る。そのためコンサルタントは｢マ｣国側実施機関、建築関係諸官庁、周辺住民

および日本側施工業者と連携・協力し、下記の内容を含む工事監理を実施する。 
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・施工図、材料、仕上げ見本、設備機材等の検査及び承認 

・各工事の品質、出来形の検査、承認・指導 

・進捗報告、問題点の対策と解決 

・工程監理 

・対外交渉・打合せ 

・工事費支払査定監理 

2) 工程監理 

建設工期を遵守するため、計画工程と実際の進捗状況との比較を毎月行う。工期遅延が予測

される場合は、請負業者に対し注意を促すとともに、対策案の提出と実施を要望し、契約工期内

に工事及び資機材の納入が完了するよう指導する。計画工程と進捗工程の比較は主に以下の項

目によって行う。 

・工事出来高確認 

・資機材搬入実績確認 

・仮設工事及び建設機械準備状況 

3) 調達監理内容 

機材の調達監理としては以下の内容を実施する。 

・ 機材製作図の検査及び承認 

・ 船積み前機材検収 

・ 機材の検収及び据付監理業務の確認 

・ 支払承認等、諸手続きの協力業務 

・ 両国政府関係機関への業務進捗状況の報告 

(4) 実施体制 

実施段階のおける各機関の関係及び事業推進の体制を図 3-2 に示す。 

コンサルタントは日本国内に総括責任者を配置し、建築、構造、電気、設備のよる調達監理は、

入札業務及び調達監理業務に分かれる。 
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図 3-2 プロジェクト実施体制 

 

3-2-4-5 品質管理計画 

本計画では建物の耐久性や性能を大きく左右する躯体部分の品質確保に必要な試験・検査、

建物の仕上グレードに係る材料・施工精度の検査、施設機能面で重要となる電気・給排水・機械設

備に係る測定・性能検査について、本計画の技術仕様書に明確に規定し、品質管理を行う。 

・ 建設工事施工図及び使用資材仕様書の照査 

・ 備品・建具の製作図及び仕様書の照査 

・ 資機材の製造・生産現場への立会いまたは検査結果の照査 

・ 資機材の据付施工図及び据付要領書の照査 

・ 出来形・仕上がり状況の監理・確認 

請負業者の安全管理責任者と協議・協力し、建設期間中の現場での労働災害及び第三者に対

する障害及び事故を未然に防止する監理を行う。現場責任者の留意点は以下の通りである。 

・ 安全管理規定の制定と管理者の選任 

・ 建設機械類の定期点検の実施による災害の防止 

・ 工事用車輌、運搬機械等の運行ルート策定と安全走行の徹底 

・ 安全施設設置及び定期的な点検 

限られた敷地内に複数の建物に対して工期を重複して施工する中で、求められる建物の品質を

確保するため、きめ細かな管理が必要とされる。そのため、日本人技術者を派遣し、所長、建築技

術者、施工管理者（設備）、事務管理者が常駐する計画とする。他の必要な技術要員は現地雇用

する。工事期間中、現地技術者への工事監理に関する技術移転を図る。また、現地人技術者、多

くの熟練作業員や材料を現地で調達する必要があり、その連絡や管理の事務作業が多いため事

務管理者を配置する。 

日本国関係機関 　マダガスカル国関係機関

交換公文

(E/N)

認証

認証

報　告
監理

現場監督

現地施工業者等

コンサルタント契約 建設業者契約

コンサルタント 施工業者

国際協力機構
(JICA)

JICAマダガスカル
事務所

外務省
(MOFA)

在マダガスカル
日本国大使館

外務省
(MINAFE)

農業畜産水産省(MAEP)

農業機械化訓練センター
(CFAMA)

運営委員会

財務省
(MFB)
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3-2-4-6  資機材等調達計画 

(1) 工事用資機材 

1) 一般建設材料 

主要建設資機材は基本的に躯体工事材料以外の資機材は全て南ア、欧州、中東、アジア

諸国から輸入・市販されている製品をアンタナナリボ市から調達することとなる。コンクリート骨

材に使用する砂、砕石等は、国内資源が豊富であり、アンチラベ市周辺で調達が可能である。

資材選定については、現地工法に馴染んだ資材の使用と将来の維持管理上の容易さを考慮

し、資材は輸入品を現地調達することを基本とする。なお、供給能力や耐久性、品質を十分検

討して現地業者を選定する。主な資機材の調達区分は表 3-15 に示す。 

表 3-15 資機材の調達区分 

現地 日本 第三国

建築工事
セメント ○ ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ
細骨材(砂) ○
粗骨材(砕石) ○
鉄筋 ○ 南ア
鉄骨材 ○ 　〃
型枠材(合板) ○
コンクリートブロック ○
磁器タイル ○ EU、中国
ベニア材 ○ 南ア
木材 ○
素地ｶﾞﾙﾊﾞﾆｭｰﾑ鋼板 ○ 南ア
金属建具 ○ 　〃
木製建具 ○
ガラス ○ 南ア
塗料 ○ 　〃

給排水設備工事
PVC管 ○ 南ア、EU
配管金物 ○ 南ア
高架水槽、ﾊﾞﾙﾌﾞﾎﾞｯｸｽ ○

電気設備工事
電気配線材 ○ 南ア、EU
照明器具 ○ 　　〃
分電盤,PVC電線 ○ 南ア
開閉器、PVCｹｰﾌﾞﾙ ○
避雷設備 ○
消火器 ○ 南ア、EU

備　　　　考資機材名称
調達先

 

2) 工事用機械 

｢マ｣国ではブルドーザ、バックホウ、トラッククレーン、コンクリートミキサー等の一般的な建設

機械は調達可能であるが、アンチラベ市での建設業者は小規模でこれらの機械調達は困難で

あるため、アンタナナリボ市にて調達して運搬する。 
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表 3-16 工事用機材の調達区分 
調達区分 

種別 資機材名 
現地 日本 第三国

備考 

ブルドーザ ○    
バックホウ ○    
ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ ○    
ロードローラー ○    
ランマー ○    

工事用機材 

ｺﾝｸﾘｰﾄﾐｷｻｰ ○    

 

(2) 機材調達 

本計画の調達対象機材は「マ」国内で生産されていない。（木製家具類は現地製作品がある

が、家具類は施設建設コンポーネントにて調達を行う） 

本計画の調達対象機材はＡ：農業機械、Ｂ：車両・建設機械、Ｃ：ワークショップ機材および

Ｄ：研修用機器に大別されるがいずれも「マ」国内では生産されていない。Ａ：トラクタ等農業機

械類、Ｂ：車両・建設機械類に関しては、「マ」国内で日本製および第三国製品が流通しており、

現地代理店を通じての購入が可能である。コスト縮減を図る意味からも第三国製品の調達を考

慮する。 

Ｃ：ワークショップ機材およびＤ：研修用機器に関しては専門性の高い機材を含み、それらの機

材を専門に扱っている業者は「マ」国内にはない。これらの機材に関して CFAMA 側は製品の

品質、耐久性およびスペアパーツの調達を考慮し日本製を希望しており、現地調査においても

日本製が有利であると判断されたためＣ：ワークショップ機材およびＤ：研修用機器類に関して

は日本調達とする。 

現地調査の結果、本計画で調達される機材の調達先は以下を基本として検討する。 

表 3-17 機材の調達区分 

機材区分 機材内容 現地 日本 第三国 適用 

農業機械 ﾄﾗｸﾀ、耕耘機、付属作業機  ○ ○ 米国、EU 等 

車輌・建機 小型ﾊﾞｽ、ｶｰｺﾞﾄﾗｯｸ、ｾﾐﾄﾚｰ

ﾗ、ﾊﾞｯｸﾎｳ、ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ 

 ○ ○ 米国、EU 等 

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ機材 ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟ試験

台、油圧ﾌﾟﾚｽ、溶接機等 

 ○   

研修用機器 ﾄﾗﾝｼｯﾄ、GPS、ﾏﾙﾁﾒｰﾀ、ｵｼﾛ

ｽｺｰﾌﾟ、穀物水分計、PH ﾒｰﾀ

ｰ、電子天秤等 

 ○   

 

(3) 輸送計画 

本計画で調達される機材は調達国荷積み港（日本の場合横浜港等）で荷積みされ、「マ」国

側荷揚げ港であるトアマシナ港まで海上輸送される。海上輸送期間は日本発で約 25 日、EU で

15 日、米国で 30 日を見込む。機材の荷揚げ・通関をトアマシナ港で行い、トアマシナ～アンチ

ラベ市の CFAMA まで陸送され、全ての調達機材の引渡が行われる。 

一部機材はアンタナナリボ市の代理店を通じての調達となるが、内陸輸送距離および期間は

トアマシナ～アンタナナリボ（国道２号線 370km、２日）、アンタナナリボ～アンチラベ（国道７号
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線 170km、１日）を見込む。また、現地内陸輸送は以下の形態で実施する。なお、交換部品は

自走車輌またはトレーラに積載して運搬することとする。 

・ 建設機械 ： トレーラ輸送 

・ 一般貨物 ： トラック輸送 

・ 車 輌 ： 自走 

 

(4) 据付工事施工計画 

本プロジェクトで調達する機材は多種に渡ることから、各機材区分ともメーカーが複数となるこ

とが想定される。各メーカー毎に据付工事に要する要員を現地に派遣することは経済的に不利

となるため、したがって、据付工事は、機材分類ごとに現地に派遣する技術者が一括して実施

することとする。 

 

3-2-4-7  初期操作指導・運用指導等計画 

ワークショップ用機材については、多種多様な機材が調達されることに加え、研修作業の一貫性

を計る必要性から初期操作指導と使用頻度の高い機材について運用操作指導を行う。操作指導

は先方の修理部門の職員を対象に限られた期間にて効率的に実施する必要がある。よって農業機

械の整備・試験分野と金属加工機材分野に分け、調達業者が派遣する各 1 名の機械技術者により、

2 グループにて実施する。将来先方職員の異動あるいは緊急時での欠員を考慮して、担当職員を

各職種で 2 名以上を対象に操作指導を行うものとする。一連の操作指導において、機材に必要な

電気・水等公共施設利用分は先方負担とする。 

 

3-2-4-8   実施工程 

(1) 資機材調達 

本プロジェクトで調達する資機材は日本、第三国及び現地での調達となる。日本からの調

達・輸送には、機材の製作期間 5 ヶ月、輸送期間は通関手続きを含み 2 ヶ月、機材の検収・引

渡しまでを 1.0 ヶ月間とし、機材の製作開始より機材引渡しまで合計 8.0 ヶ月間と設定した。第

三国調達の場合も製作に 2～5 ヶ月は必要と考えられ、その後の輸送、通関、引き渡し手続きを

含め日本からの調達期間 8.0 ヶ月内で引渡しが完了する。また、現地調達資機材については、

発注から納入までを 1.5 ヶ月程度見込むこととする。 

(2) 実施工程 

機材調達計画及びソフトコンポーネント計画に基づき、表 3-18 に本プロジェクトの事業実施

における工程を示す。 
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表 3-18 事業実施工程表 

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

E/N

　　　　　 コンサルタント契約

(現地調査)

（国内作業） 実施設計：計2.5ヶ月

（現地調査）

　（入札公示）

　　　　(入札期間） 入札業務：計2.0ヶ月

(入札評価・業者契約)

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

(準備工事)

（地業、土工事）

　　　　（躯体工事）

　 (電気設備工事）

（給排水設備工事）

　　　（仕上げ工事）

　　　 　　　（外構工事）

施設建設：計10.5ヶ月

（製造・調達）

（輸送・通関）

（据付・調整）

機材調達：計9.5ヶ月

実
施
設
計
・
入
札

施
工
・
調
達

▼

▼
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3-3 相手国分担事業の概要 

本プロジェクトの円滑な実施にあたって、事業実施に必要不可欠な｢マ」国側の負担事項は次の

とおりである。 

(1) 一般的負担事項 

1) 本計画の実施確定後、日本のコンサルタントが行う実施設計調査に対し必要な資料・情報

を提供すること。 

2) 本計画によって整備される施設・機材のための敷地を確保し、必要に応じ既存建物等の解

体・撤去し整地を行うこと。 

3) 銀行取極め(B/A)に基づいた支払授権書(A/P)に伴う発給及び支払い手数料を支払うこ

と。 

4) 本計画により調達された資機材の｢マ」国入国時における港の陸揚げ、通関及び免税手続

きを迅速に行うこと。 

5)  認証された契約に基づく資機材及び役務の提供に関して、プロジェクトに従事する日本人

または日本法人に対し、｢マ｣国への入国並びに同国における滞在に必要な便宜を供与す

ること。 

6) 承認された契約に基づく調達資機材及び役務の提供に関して、プロジェクトに従事する日

本人または日本法人に対し、｢マ」国内において課せられる関税、付加価値税（TVA）を含

む国内税及びその他の財政課徴金を免除もしくは負担すること 

7) 本計画の施設建設に必要な政府関係機関への許認可手続き、建設完了に伴い必要と判

断される建物使用許可並びにその他の手続きを行うこと。 

8) 本計画により整備された施設・資機材を適切かつ効率的に運用・維持管理すること。また、

日本側の求めに応じ、施設・資機材の運用状況を日本側に報告すること。 

9) 本計画の実施に関係する日本人に対する万全を期した安全及び警備対策措 

10) 日本国による本無償資金協力に含まれないその他全ての費用を負担すること。 

(2) 相手国側負担事業 

本計画による CFAMA の施設建設に対する先方側の負担工事は以下に示すとおりである。 

1) 施設建設工事に係る仮設用地（現場事務所、倉庫、資材置場等）をCFAMAの敷地内に提

供すること。 

2) 施設建設工事に必要となる仮設の電気、給水等既存設備からの分岐引き込みの保証 

3) 環境影響評価の申請手続き及び許可取得 

4)  建設工事許可の申請提出及び許可取得 
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5) 本計画に含まれない家具・什器・備品・消耗品の調達 

6) 工事中の事故に対する責任、サイト等での資機材盗難防止対策。 

以上が｢マ｣国側分担事業の概要であるが、本プロジェクトの建設工事に当っては、サイトが

既存の CFAMA 構内であり、｢マ｣国側が負担すべき電気、水道等の社会インフラは既に備わっ

ている。したがって、｢マ｣国側が新たに負担すべき工事内容は過大なものではなく、工事の障

害となる樹木の一部伐採、既存電気設備と給水設備に係る分岐メーターの設置、維持管理上

必要と判断される場合の付加的な門扉・柵程度であり、先方側にとって大きな財政的負担はな

いものと判断される。また、上記の 4)および 5)に関しては現地調査時において説明･協議を行

い合意している事項であり、｢マ」国側が上記の負担事項を実施することは妥当であるとともに、

実施の可能性は十分にあると判断する。 
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3-4 プロジェクトの運営・維持管理計画 

(1) 運営・維持管理体制 

本プロジェクト実施後の CFAMA の研修事業の運営は研修課が主になって営農課、機材・インフラ

課が行い、施設・機材の運営・維持管理は機材・インフラ課により実施される。 

図 3-3 CFAMA の運営・維持管理組織図 

(2) 研修事業 

現在、CFAMA の研修事業は表 3-3 研修コース及び研修内容に示した 4 つの研修コースを

CFAMA の職員（理論担当の講師は 5 人で、研修課職員 3 人のほかに営農課及び機材・インフラ課か

ら各 1 人、その他実習担当 4 人、実習補助員 7 人）と 13 人の外部講師のスタッフで実施している。ま

た、現在 CFAMA の組織運営は総務課長、人事訴訟係長、材料会計係長、研修係長、機材監理係長

等が欠員で CFAMA 職員の研修スタッフが不足しているとともに、BTS コースの新設に伴い、数学、素

材耐性、機械工学、水理学、畜産学、生態学、情報処理、技術英語、測量、地域経済等の講義は外

部講師に依存しているため、外部講師への経費が CFAMA の財政を圧迫している等の理由により、研

修の企画運営、実習の実施に際し支障が生じている。このような状況に対し、CFAMA は外部講師へ

の経費負担を抑えるべく可能な限り職員による講師を確保して研修事業運営を円滑に実施するため

に MAEP に対し職員の増員を要請しており、職員による講師の確保が早急に望まれる。 

 

研修事業範囲
施設･機材維持管理範囲

運営理事会

CFAMA所長

会計事務課

経理係 材料会計係
総務・財務・人事

人事・訴訟係財務係

研修課 営農課 機材・ｲﾝﾌﾗ課

研究係 資料調査・
情報伝達係

イヴォリ
地区係

インダフィ
地区係

機材管理係 インフラ係
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 (3) 施設・機材の運営維持管理体制 

本プロジェクト実施後の CFAMA の施設・機材の運営・維持管理は機材・インフラ課により実施され

ることとなる。本計画の施設及び機材に関しては、特別高度の維持管理技術（専門性）を求めるような

ものはないため、施設及び調達機材の維持管理についても特に問題はない。機材・インフラ課の職員

は 27 名で、そのうち技師・整備士等技術者も多く、技術レベルも高く、本計画で調達する専門機材(ﾏ

ﾙﾁﾒｰﾀｰ、ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ、ｽﾍﾟｸﾄﾙｱﾅﾗｲｻﾞｰ等)の維持管理については、1982 年 CFAMA 創立当時に類

似機材(現在は老朽化若しくは故障しているものが多い)が導入されており、またロシア、ヨーロッパ諸

国にて研修を受けている技術者もおり、機材の操作方法、維持管理方法についても経験者が多く、計

画後も調達機材の維持管理は現状の体制で十分対応可能であり、問題なく行われると思われる。 (表

3-19 参照)。 

表 3-19 機材・インフラ課の主な現職技術員リスト 

役   職 勤続年数 学歴・資格 年齢 

機材ｲﾝﾌﾗ課長 5 農業機械技師 47 

インフラ係長 34 農業技術者養成校修了 56 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾁｰﾑ長 23 機械整備士 36 

製作ﾁｰﾑ長 3 中級技術者養成学校修了 52 

整備士ﾁｰﾑ長 23 機械整備士 51 

配管・溶接工 7 初等教育修了 27 

電気技師 9 技術バカロレア 50 

整備士・指導員 3 農業機械整備士 38 

旋盤工 12 学業修了証明書 50 

修理技術者・運転手 14 中等教育修了 42 

整備士・運転手 6 技術バカロレア 33 

ﾄﾗｯｸ運転手 14 初等教育修了 42 

トラクタ運転手 7 理系バカロレア 44 

運転手 17 中等教育修了 40 

 

 

 



 

3 - 62 

3-5 プロジェクトの概算事業費 

3-5-1 協力対象事業の概算事業費 

本協力対象事業を実施する場合に必要となる事業費総額は 5.80 億円となり、先に述べた日本と｢マ」

国との負担区分に基づく双方の経費内訳は、下記（3）に示す積算条件によれば、次のとおりと見積もら

れる。なお、この額は交換公文上の供与限度額を示すものではない。 

(1) 日本側負担経費 

マダガスカル国アンチラベ農業機械化訓練センター拡張・機材整備計画 

概算事業費  約 579 百万円 

費 目 概算事業費（百万円） 

施設 
教室棟、講堂、寄宿舎棟、格納庫 
ワークショップ棟、管理・簡易宿舎 
倉庫、乾燥場等 

327

機材 

農業機械、 
車輌・建機、 
ワークショップ機材、 
研修用機器 

169

496 

実施設計･施工/調達監理 83 

 

(2) ｢マ」国負担経費        2,455 万 Ar.  （約 1.47 百万円） 

①既存施設解体撤去整地費 1,297 万 Ar.   （約 0.78 百万円） 

②既存機械移設費 70 万 Ar. （約 0.04 百万円） 

③各種許可申請・取得費 100 万 Ar.   （約 0.06 百万円） 

④銀行取極（A/B）手数料 988 万 Ar.   （約 0.59 百万円） 

 

(3) 積算条件 

①積 算 時 点 ： 平成 19 年 3 月（基本設計現地調査終了時） 

②為替交換レート： 1US$ = 119.58 円 

  1US$ =    1,986.30Ar. 

  1Ar = 0.06 円 

③施工調達期間 ： 単年度による案件とし、詳細設計、工事・機材調達の期間は、実施工程に

示したとおり。 

④そ の 他 ： 本計画は、日本国政府の無償資金協力の制度を踏まえて行うこととする。 
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3-5-2  運営・維持管理費 

(1) 運営･維持管理費 

本協力対象事業が実施された場合、CFAMA の運営・維持管理に係る年間費用は表 3-20 の通り

年間約 344 百万 Ar（約 178.4 千 US$）と試算される。 

表 3-20 CFAMA の運営・維持管理費（年間） 

費 目 金額(千 Ar) 割合 

人件費 121,220 35.2% 

消耗品購入費 66,733 19.4% 

公共料金(水道、電気、電話) 10,000 2.9% 

燃料費 60,000 17.4% 

税金 4,500 1.3% 

施設維持管理費 15,750 4.6% 

機材維持管理費 18,534 5.4% 

外部業務費 36,700 10.6% 

その他雑費 11,000 3.2% 

合 計 344,437 100･0% 

CFAMA の経営は 2000 年より独立採算制(但し、13 名の公務員資格の職員給与は MAEP 国が補

助)をとっており、現在の主な収入源としては、 

① 研修事業による授業料 

② 近隣農家に対する農業機械・機材のレンタル料 

③ 農機具の開発・販売、及び農場からの農産物の販売 

が見込まれる。なお、2006 年度実績としては 330,050 千 Ar. (19,800 千円)であった。これらの収入

は CFAMA の運営費として運用されるともに各施設及び機材の維持管理として活用される。 

一方、CFAMA の運営・維持管理費の内、主な支出は人件費（幹部職員を除く職員給与）、消耗品

の購入費、燃料費、外部業務費（外部講師への支払等）で、これらの運営・維持管理費に占める割

合は約 83％に当る。CFAMA の施設と機材に係る維持管理費は CFAMA 全体の運営・維持管理に

係る年間費用の 10%で、かつ本年度には農業機械・器具および施設に係る減価償却に当てる更新

費も計上していることから、本計画実施後においても財政面で持続的に運営・維持管理が可能であ

ると判断する。 

 (2) 運営・維持管理にあたっての留意事項 

施設及び機材はいずれ老朽化し更新も必要となる（一般に施設の更新時期は躯体構造により、機

材はブルドーザの場合11年、バックホウ7.5年）のでCFAMAは以下の事項に留意する必要がある。 

1) CFAMAでは通常耐用年数以上を経過した機材が使用されているため、機材の維持管理につい

ては、日常点検及び定期点検を励行し、必要な場合には部品の交換等を早期に実施する。 

2) 機材の維持管理については、操作マニュアルに記載された項目を指示された期間毎に機材管

理台帳、稼動日報及び車暦簿によりルール化して定期整備を実施し、その記録は数年間残す



 

3 - 64 

必要がある。 

3) 各種部品に関しては、純正部品の代替品の製作も不可欠となるので、汎用の工作機械や電動

工具、手工具類を十分整備・活用して部品製作をする必要がある。 

4) 施設及び機材の維持管理に関しては、通年の維持管理費で対応可能であるが、大規模な補修

及び機材の更新等が必要な場合には、運営理事会に諮って年次行動計画に予算を組みいれて

実施するものとする。 

 

3-6 協力対象事業実施に当っての留意事項 

協力対象事業の円滑な実施には、以下の点に留意する必要がある。 

(1) 先方負担工事の確実な実施 

1) 本計画の実施は先方負担工事の実施が前提となっている。このため、これらの先方負担工事予

算は MAEP の投資予算として適切な時期に財務省に予算申請を行う必要があり、工事が遅延

なく実施されるよう予算申請時期を考慮してあらかじめ必要な措置を講ずる必要がある。 

2) 本計画の実施に当り必要な関税、付加価値税等の免税に関しては、MAEP によって予算措置が

執られる必要がある。本計画の免税措置額については 2008 年度予算にて計上し、必要な予算

措置が遅滞なく確実に実施されることが強く望まれる。 

3) また、銀行取極めに基づく支払授権書及び通関手続きに関しても先方は遅滞なく手続きを行うこ

とが求められるので関係者間での調整を図り工事進捗への直接的な打撃にならないよう注意を

要する。トアマシナ港での調達資機材の積み下ろし及び通関手続が迅速かつ円滑に実施される

よう、事前に手続業務の確認をすることが肝要である。 

 

(2) 施設建設中における関係者間の合意形成 

1) 本プロジェクトは建築と機材の複合案件であることから、建築工事の進捗と機材調達の同期を図

りつつ、遅滞なく機材を調達する必要がある。特にワークショップ棟での機材受け入れ準備が完

了した時点に合せて機材搬入・据付が実施されるよう関係者間での調整が不可欠である。 

2) CFAMA における通常の研修事業の業務を維持しながらの施設建設となるのが本工事の特徴で

あり、最も注意を払う点である。本計画では新設工事箇所への関係者以外の立ち入り禁止、既存

施設間の連絡道路設置等があるため、工事中における CFAMA、コンサルタント、施工業者によ

る関係者の合意形成を徹底し、万全なる安全上の注意を払う。 
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第４章 プロジェクトの妥当性の検証 
 

4-1 プロジェクトの効果 

 本プロジェクトの現状と問題点、及び本プロジェクトの実施により期待される直接及び

間接効果は、表 4-1 のように整理される。 

          表-1 プロジェクト実施による効果と現状改善の程度 

現状と問題点 
協力対象事
業での対策 

直接効果・改善程度 間接効果・改善程度 

・｢マ｣国唯一の農業
機械化に特化し
たセンターであ
るCFAMAの研修
施設及び研修機
材の老朽化及び
不足が著しいた
め研修事業実施
に支障をきたし
ている。 

 
 

・ CFAMA が計画する以下の年
間研修終了者数を達成でき
る。 
－農業機械操作コース 30 名、 
－農業機械維持管理（DOQ）
コース 30 名、 

－BTS コース 30 名 
－ｱﾗｶﾙﾄｺｰｽ 60 名以上 

・ 施設の建設及び機材の調達に
より、研修コースの円滑な実施
が可能となる。 

・ 寄宿舎の建設により、遠方から
の研修生の受入可能数が 24 名
から 92 名に増加するととも
に、自宅通学生以外の研修生の
宿泊費が軽減される。 

・ バックホウ、ブルドーザ等の土
工機械の調達により、インダフ
ィ農場にて実習を通じて圃場
整備工事を実施することが可
能となる。 

・ 既存ため池の水位調整ゲート
の新設により、貯水の有効利用
が図られるとともに、実習を通
して農作物の水管理技術を習
得できる。また、その他エンジ
ン分解実習等、機材が老朽化も
しくは不足していることから、
カリキュラムにありながらも
実施できなかった項目の実習
が可能となる。 

・研修施設・研修機材の整
備により、｢マ｣国の農業機
械化に係る人材育成及び
農業機械化の促進に寄与
する。 

・「マ」国全体の農業生産、
と国主食であるコメの生
産を増加させるとともに、
農民のレベルアップに貢
献できる。 

・実習を通して付属農場が
整備されるとともに、付属
農場での営農活動の安定
化が図られる。 

・CFAMAが様々な農業技術
取得のための研修コース
を提供することにより農
業の機械化が促進され、ひ
いては重労働からの開放、
生産費の軽減、適期適作へ
の対応、作業効率・精度の
向上、耕作面積の拡大等を
可能にすることが期待さ
れる。 

・CFAMAによる施設の持続
的維持管理が可能となる
とともに職員の施設に対
する持続的維持管理に係
る意識が向上する。 

・施設建設、機材調達によ
って、CFAMA の研修機関
としての国内での地位が
向上し、より多くの研修生
の確保が可能となる。 

・CFAMA は独立採
算制で事業を実施
しており、施設及
び機材の更新に必
要な費用を確保し
なければならな
い。 

・研修関連
施設の建
設 

・研修機材
の調達 

 

・研修生の確保により授業料の増
加が図れ、CFAMAの収入増加
に貢献する。 
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4-2 課題・提言 

4-2-1 相手国側の取り組むべき課題・提言 

本プロジェクトにおいて建設される施設及び調達される機材を活用して、CFAMAが研修

事業をより一層効率的に発現し、持続させるためには、以下に示す事項について留意する

必要がある。 

 

(1) 職員の欠員補充の早期確保 

現在 CFAMAでは総務課長、人事訴訟係長、材料会計係長、研修係長、機材監理係長

等が欠員となっている。このため、BTS コースの新設に伴い、講義科目によっては外部

講師に依存しており、外部講師への経費が CFAMAの財政を圧迫している要因の 1 つに

なっている。このような状況に対し、CFAMA は外部講師への経費負担を抑えるべく可

能な限り職員による講師を確保して研修事業運営を円滑に実施するためにMAEP等関係

機関に対し職員の増員を要請しており、CFAMA 職員による講師の確保が早急に望まれ

る。 

 

(2) 施設及び機材の更新 

CFAMAが施設を効率的かつ持続的に活用するためには、長年の使用による研修施設の

老朽化及び日々の清掃、破損による修理等の運営･維持管理が円滑に行われる必要がある。

このような運営･維持管理活動を実施するために、CFAMA は維持管理費の予算措置を徹

底するとともに、その予算管理に不備がないように留意することが重要である。 

本プロジェクトで調達する機材の耐用年数は概ね 10 年前後となるが、耐用年数到達後

も CFAMA の研修事業の機材整備能力を持続させるためには、機材の計画的な更新が必

要である。機材を計画的に更新するためには、更新計画を策定し毎年の予算の中から機

材更新予算を確保する必要がある。 

 

(3) 関連諸機関との連携 

本プロジェクトの研修事業の運営・維持管理を円滑に推進していく上で、日頃の維持

管理活動だけではなく、研修生の募集活動や就職指導等の運営促進活動のためにも

CFAMAはMAEP、DGR、DRDR、大手企業、バキナカロチャ県及びアンチラベ市等関連

諸機関との連携が必要不可欠である。このため CFAMA は日頃からMAEPを通じて上記

関連機関と連絡を密にする必要がある。 

 

4-2-2 技術協力・他ドナーとの連携 

 本計画で CFAMA に建設される施設や調達される機材は特別高度な維持管理技術を必要

とするものはないため、特段の技術協力は必要ない。しかしながら、技術は年々進歩し、

それに伴って製造される農業機械は高度になっていく。それらの機械を導入するにあたっ

てはその都度技術の習得が不可欠であり、導入先からの技術支援を考慮する必要がある。
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よって、将来 CFAMA は自己予算で老朽化していく保有機械を更新していくことを考慮す

るとともに、導入先からの技術協力の支援や他ドナーとの連携が望まれる。また、CFAMA

の現時点での実施体制を考慮すると指導員の質の向上は必要であり、特に無償資金協力に

直結する分野として研修カリキュラム作成、また適正農機具開発のニーズも高い。更に、

機材供与についても、無償資金協力ではカバーしきれない細かい機材の供与の必要性もあ

る｡したがって、新しく実施が検討されている技術協力プロジェクト「中央高地コメ生産性

向上(仮)」において、当該分野がカバーされることが望ましい。 

 

4-3 プロジェクトの妥当性 

本プロジェクトは以下の点から、我が国の無償資金協力による協力対象事業として妥当

性、必要性を有する。 

① 本プロジェクトは、CFAMA の施設及び機材整備により CFAMA が実施している研

修事業の改善を図るものである。 

② 本プロジェクトが実施されれば、｢マ｣国の農業機械化を担う人材が育成され、広く

全国の農業の生産性及び農民の生活の向上に寄与するものである。 

③ 本プロジェクトにおいて建設された研修関連施設は、CFAMA で継続的に運営維持

管理される。また、本プロジェクト完了後、調達機材は CFAMA により研修事業に

おいて、継続的かつ効率的に使用される。更に、研修生の確保による授業料収入の

増加が見込まれ、施設及び機材の維持管理に充当できる。 

④ 本プロジェクトは貧困削減、農業機械化政策を重要課題として掲げている上位計画

である「MAP」及び「農村開発行動計画」との整合性が高い。 

⑤ 本プロジェクト実施による環境面への負の影響はない。 

 

4-4 結論 

本プロジェクトは、前述のように多大な効果が期待されると同時に、本プロジェクトが

広く「マ」国の農業機械化推進の改善に寄与するものであることから、協力対象事業の一

部に対して、我が国の無償資金協力を実施することの妥当性は高いことが確認される。さ

らに、本プロジェクトの運営・維持管理についても、「マ」国側は人員・資金ともに独自

で手当てできることから、事業実施後においても支障はないと判断する。 

 

 



【 資  料 】 



1.  調査団員・氏名 
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１．調査団員・氏名 

＜基本設計調査＞ 

氏 名 担 当 所   属 

時田 邦浩 総 括 国際協力機構専門員 

川村 康予 計画管理 国際協力機構無償資金協力部業務第 3 ｸﾞﾙ
ｰﾌﾟ、農漁村開発ﾁｰﾑ 

塩野  豊 業務主任/施設計画 
/研修計画 太陽コンサルタンツ株式会社 

井口 博之 施設設計 (株) 松田コンサルタンツ 

本間 浩徳 機材計画/調達計画/積算 (株) 開発企画 

桜井 正信 施工計画/積算 太陽コンサルタンツ株式会社 

田中 広美 通 訳 (株) センターパイオニア 

 

 

＜基本設計概要説明調査＞ 

氏 名 担 当 所   属 

時田 邦浩 総 括 国際協力機構専門員 

川村 康予 計画管理 国際協力機構無償資金協力部業務第 3 ｸﾞﾙ
ｰﾌﾟ、農漁村開発ﾁｰﾑ 

塩野  豊 業務主任/施設計画 
/研修計画 太陽コンサルタンツ株式会社 

本間 浩徳 機材計画/調達計画/積算 (株) 開発企画 

田中 広美 通 訳 (株) センターパイオニア 

 



2.  調査行程 

 



[現地調査]

日順 月日 曜日 官ベース調査団
業務主任／施設計画／研修

計画(塩野　豊）
施設設計

(井口　博之）
機材計画/調達計画/積算

(本間　浩徳）
施工計画/積算
(桜井　正信）

1 2月19日 月

2 2月20日 火

3 2月21日 水

4 2月22日 木

5 2月23日 金

6 2月24日 土

7 2月25日 日

8 2月26日 月

9 2月27日 火

10 2月28日 水

11 3月1日 木 JICA、大使館報告

12 3月2日 金 移動（アンタナナリボ-ﾊﾞﾝｺｯｸ）

13 3月3日 土
移動（ﾊﾞﾝｺｯｸ-成

田）

14 3月4日 日

15 3月5日 月

16 3月6日 火

17 3月7日 水 移動（アンチラベ-アンタナナリボ）

18 3月8日 木

19 3月9日 金

20 3月10日 土

21 3月11日 日 団内打ち合わせ

22 3月12日 月

23 3月13日 火

24 3月14日 水

25 3月15日 木

26 3月16日 金

27 3月17日 土

28 3月18日 日

29 3月19日 月

30 3月20日 火

JICAに調査結果概要報告、MAEPに質問書の回収

MAEPにて調査結果概要の説明、計画基本方針に関する協議、確認、大使館報告

前週の継続作業
補足資料収集

前週の継続作業
補足資料収集

前週の継続作業
補足資料収集

前週の継続作業
補足資料収集

CFAMAにて聞き取り、調査方法協議他

サイト調査、ニーズ調査

サイト調査
既存施設の現況及び維持管理状況
調査
組織、予算、技術レベルの調査
研修コースの確認・課題調査
インフラ調査（電力・給水・通信事情
等）
灌漑・圃場整備に関する調査
設計基準等資料収集
研修ニーズ及び研修修了者の追跡
調査のための聞き取り調査は直傭で
行なうが、調査団員が適時農民、研
修生に同様の項目について聞き取り
を行なう。

サイト調査
既存施設現況調査
施設設計基準等資料収集
測量調査の指示
地質踏査
研修コースの確認・課題調査
設計基準等資料収集
研修ニーズ及び研修修了者の追跡調
査のための聞き取り調査は直傭で行
なうが、調査団員が適時農民、研修生
に同様の項目について聞き取りを行な
う。

サイト調査
現有機材調査
機材の維持管理状況調査
機材調達事情調査
インフラ調査
道路状況調査
利用可能資材調査
積算関連資料収集
研修コースの確認・課題調査
研修ニーズ及び研修修了者の追跡調
査のための聞き取り調査は直傭で行
なうが、調査団員が適時農民、研修生
に同様の項目について聞き取りを行な
う。

サイト調査
自然状況調査
インフラ調査（電力・給水・通信事
情等）
施設の維持管理

施工計画関連資料収集
積算関連資料収集
建設事情調査
その他

サイト調査
現有機材調査
機材の維持管理状況調査
機材調達事情調査

サイト調査
自然状況調査
インフラ調査（電力・給水・通
信事情等）
施設の維持管理
施工計画関連資料収集

M/D協議

類似施設調査、M/D署名

JICA報告後、資料収集、
移動（アンタナナリボ-アンチラベ）

移動（アンタナナリボ-バンコック）

移動（バンコック－成田）

移動(バンコック-アンタナナリボ）、大使館、JICAﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ事務所、MAEP他関係機関表敬（インセプションレポート提出）、
再委託準備（測量、アンケート調査）

他機関の援助状況調査、再委託契約、移動（アンタナナリボ-アンチラベ）、

CFAMAにてインセプションレポート説明・協議、要請内容の確認

同上

資料収集

資料整理

M/D協議、財務省表敬及び協議

移動(成田-バンコック）

同上、団内打合せ、移動（アンチラベ-アンタナナリボ） 団内打合せ

資料収集、団内打合せ

移動（アンチラベ-アンタナナリボ）、団内打ち合わせ、資料の整理

団内打ち合わせ

団内打ち合わせ、資料の整理、補足資料収集
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日順 月日 曜日 官ベース調査団
業務主任／研修計画／
施設計画／(塩野　豊）

機材計画／積算
 (本間浩徳）

通訳（田中広美）

1 8/17 金

2 8/18 土

3 8/19 日

4 8/20 月

5 8/21 火

6 8/22 水

7 8/23 木

8 8/24 金

9 8/25 土

[基本設計概要説明調査]

MAEPにて基本設計概要書の説明協議

ミニッツ協議

ミニッツ署名、JICA事務所及び大使館報告

JICAマダガスカル事務所打合せ、大使館、MAEP他関係省庁表敬、
MAEPにて基本設計概要書の説明協議

移動 （アンタナナリボ-バンコック-）

移動 （バンコック-成田）

資料整理、団内打合せ

移動 (成田 - バンコック -）

移動 （バンコック-アンタナナリボ）
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3.  関係者（面会者）リスト 
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[現地調査時] 

1) MAEP（農業・牧畜・水産省） 
Mr.RATOLOJANAHARY Marius 大臣 
Mr.Philibert RAKOTOSON 地方開発総局長 
Mr.RALAIFENOMANANA Francois Regis 土木局マーケティング課課長 
Ms. RANJALAHY Jocelyne  土木局農業機械化課長 
Mr. RAKOTOMAHEFA Bruno  土木局局長 
Mrs. Veromonitra RAOZIVELOMANANA  環境局長 
月井 芳文 JICA 専門家 

2) MFB(Mistere des Finance du Budget) 財務省 
Mr. Olivier RAJADNARISON   公共投資局長兼公共支出局長 

3) UNIVERSITE D’ANTANANARIVO, ECOLE SUPERIEUR DES SCIENCES 
AGRONOMIQUES (農業大学校) 
Prof. RAMANOEUNA Panja   農業大学校校長 

4) CFAMA(アンチラベ農業機械訓練センター) 
Mr.Andriandandrainarivo RAMIARAMANANTSOA 所長 
Mr.Joseph Jean Charles RAVAOAVY 機材設備課課長 
Mrs. Nenee LALANEKENARISOA 営農課課長 
Mr. Rene Nelson ANDORIAMANAMPISOA 研修課課長 
Mrs. Alice E. RAZANAMALALA 経理課長 
Mrs. Harinirina RABOKOARIJAONA 総務課長 
Mrs. Harivololona RASOANIRAINY Responsable evaluation 
Mr. Jean Robin RANAIVOARISOA 営農課（イヴォリ担当） 

5) アンタナナリボ 
Guy-Rolland TATSITOBAIMA  公共事業省道路局長 

Rolland-Marie RAZAFIMANDIMBY  公共事業省道路局総務担当官 
Georges RANDRIAMANANTENA 地方分権化・国土整備省 

Bakoly RANAIVONIARIVO-HARIJAONA 国立インフラストラクチャー研究所（人材研

修・開発）営業部長 

Rodolphe RANDRIAMAMPIANINA 国立公共事業建物試験所地質工学・地質

力学部長 

Jean-Claude BERGER Bâtiment Travaux Publicx Madagascar 社長 

6) バキナカロチャ県 
Lanto RABENATOANDRO   県知事 
Niry Lanto RAKOTONDRASOA   村落開発局長 

Josèane Voahargy RAKOTONDRANAIVO  村落開発地方局長 

Modestine RATSINBAZAFY   地方計画・モニタリング評価部 

7) アンチラベ市 
Huberty RAJERISON    アンチラベ市（都市コミューン）技術部 

Fiseb RAWAFIMANDIM 同（都市コミューン）技術部法規課 

Mr. RAZAKAMIARAMANANA 国立研究所 FOFIFA アンチラベ地方センタ
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ー所長 

Jaonera RAMELSON    JIRAMA アンチラベ支局長 

Holiarivony RAMIARINTSOA   HIMO 研修センター所長 

Justin RAZAFINDRAKOTO   野菜果物実験研修センター所長 

Jean-Paul RANAIVOSOH ESSVA（バキナカロチャ高等専門学校）教

務担当 

8) FAO 
Mr. Martin Smith  Representative 

9) 在マダガスカル日本大使館 
乳井 忠晴 特命全権大使 
飯澤 良隆 参事官 
垂井 俊治 一等書記官 
森  美穂 二等書記官 

10) JICA マダガスカル事務所 
外川  徹 所長 
麻野  篤 次長 
深井 芽里 企画調査員 
Mr. RAJAOBELINA Haja プログラムオフィサー 
柴山 良春  フィールド調整員 
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[基本設計概要説明調査時] 

1)  MAEP（農業・牧畜・水産省） 
Mr.RATOLOJANAHARY Marius、 大臣 
Mr.Philibert RAKOTOSON 次官 
Mr.Andriantsoa Mamy H. 地方開発総局長 
Mr.RALAIFENOMANANA Francois Regis 土木局マーケティング課課長 
Ms. RANJALAHY Jocelyne 土木局農業機械化課長 
Mr. RAKOTOMAHEFA Bruno  土木局局長 
Mrs. Veromonitra RAOZIVELOMANANA  環境局長 
月井 芳文 JICA 専門家 
Andoniaina ANDRIAMIANDRISOA JICA 専門家アシスタント 

2) CFAMA 
Mr.Andriandandrainarivo Ramiaramanantsoa 所長 
Mr.Joseph Jean Charles Ravaoavy 機材設備課課長 
Mr. Rene Nelson Andoriamanampisoa 研修課課長 

3) 大統領府 
Mr.Rolland RANDRIANARIVONY RADASY マダガスカル行動計画シニアアドバイザー 

4) MFB(Mistere des Finance du Budget) 財務省 
Mr. Randriamanasina Christin DGR/DPCP/DPCB 

5) 在マダガスカル日本大使館 
乳井 忠晴 特命全権大使 
森  美穂 二等書記官 

6) JICA マダガスカル事務所 
外川 徹  所長 
麻野 篤 次長 
田澤 大樹  所員 
Mr. RAJAOBELINA Haja  Programme Officer 
 

 



4.  討議議事録（M/D） 
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5.  事業事前計画表（基本設計時） 
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事業事前計画表（基本設計時） 

1. 案件名 
マダガスカル共和国 アンチラベ農業機械化訓練センター拡張･機材整備計画 

2. 要請の背景 

マダガスカル共和国(以下、｢マ」国｣と称する)の農業は GDP の 29.2%(2005 年)、全体就業人口の

72.9%(2004 年)を占める基幹産業である。「マ」国民の主食でありかつ全栽培面積の約 50%を占める

稲作（水稲、陸稲）は、単位面積当りの収量が低いことが問題となっている。また、米だけでなく野菜も

農業生産性が低い。このため、「マ」国政府は国家開発計画を定めたマダガスカルアクションプラン

（2007‐2012 年）の中で、農業の生産性向上のために、①農業機械化、②農民組織化、③種子の改

良、④肥料の普及を図ることを挙げている。また、農業・牧畜･水産省も 2004 年には農業機械化政策

を策定し、農業土木局を中心に農業機械化の推進を行っている。営農規模としては、農民のほとん

どが耕地面積 4ha 以下の小規模農家であるが、中規模、大規模農家も存在していることから、「マ」国

政府は農業形態に見合った農業機械化の推進を目指している。 

アンチラベ農業機械化訓練センター(CFAMA)は｢マ」国唯一の農業機械に特化した研修センターで

あり、政府の推進する農業機械化政策を実施する上で重要な地位を占めている。CFAMA は、1982

年に旧ソビエト連邦の援助により設立され、現在は小規模農家から大規模農家まで様々なニーズに

対応した農業機械化研修を提供しているが、施設および研修に必要な機材は設立から 20 年以上を

経過し老朽化が進み、研修実施に支障をきたしている。また、国家政策により 2000 年から独立採算

制をとっており、生産物販売による収入、機材のレンタル（周辺農家に対するトラクタ耕耘サービス

等）、研修による授業料で運営しているが、施設建設および新規の機材の購入に必要な収益を確保

するには困難な状況にある。 

本プロジェクトは、CFAMA の施設および機材が整備されることにより農業機械化研修を通して農業

機械化に関わる人材が育成されることをプロジェクト目標とする。また、ひいては｢マ」国の農業機械化

が促進されることを上位目標とする。 

3. プロジェクト全体計画概要 ※下線部：本無償資金協力に直接関係する成果、活動および投入 

(1) プロジェクト全体計画の目標 
・ 裨益対象： 

直接裨益者：研修生（約 150 名/年） 
間接裨益者：全国民 

・ プロジェクト終了時に発現が期待される直接的な便益： 
CFAMA における研修を通して農業機械化に係る人材が育成される。 

(2) プロジェクト全体計画の成果 
・ CFAMA の研修事業実施に必要な施設及び資機材が整備される。 

(3) プロジェクト全体計画の主要活動 
・ CFAMA の事業実施に必要な施設の建設及び研修資機材を調達する。 
・ 上記施設および機材を使用して研修事業を実施する。 

(4) 投入（インプット） 
・ 日本側（＝本案件）： 無償資金協力 5.93 億円 
・ 相手国マ側： 必要な人員 

施設・機材の運営・維持管理に係る経費等 0.02 億円 

(5) 実施体制 
 主管官庁： 農業・牧畜・水産省（MAEP） 

実施機関： アンチラベ農業機械化訓練センター（CFAMA） 
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4. 無償資金協力案件の内容 

(1) サイト 
・ マダガスカル共和国バキナカロチャ県アンチラベ市イヴォリ及びインダフィ地区 

(2) 概要 
・ CFAMA における施設建設および研修資機材の調達 

(3) 相手国側負担事項 
・ 既存施設の解体・撤去･整地 
・ 既存機械の移設 
・ CFAMA 敷地内に施設建設工事に係る仮設用地（現場事務所、倉庫、資材置場等）の提供

・ 環境影響評価及び建築許可等各種許可申請・取得 

(4) 概算事業費 
概算事業費 5.94 億円 (無償資金協力 5.93 億円、マダガスカル共和国側負担 0.01 億円) 

(5) 工期 
・ 2009 年 4 月から約 11 ケ月（予定） 

(6) 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 
・ 研修生の中には女子学生もいることから寄宿舎については部屋、トイレ等に配慮する。 

5. 外部要因リスク 

政治経済上の変動がない 

6. 過去の類似案件からの教訓の活用 

特になし 

7. プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

(1) プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

成果指標 現状（2006 年） 2010 年計画値 

農業機械操作コース 23 名 30 名 

職業資格免状（DOQ）取得農業機械維持管理コース 31 名 30 名 

農業機械上級技術者免状（BTS）取得コース 23 名 30 名 

企業、農業団体の要請による研修(アラカルトコース) 41 名 60 名以上 

研修回数  4 回 4 回以上 

遠方からの受け入れ可能人数 24 名 92 名 

なお、既存研修コースの定員については、本プロジェクトが実施されなければ、施設および機材の老朽

化から研修規模を縮小せざるを得ないが、本件実施により既存研修コースが維持できるようになる。 

 (2) その他の成果指標 
項 目 現状（2006 年） 2010 年計画値

米の収穫量 2 ﾄﾝ/ha 増加する 

 (3) 評価のタイミング 

2010 年以降（施設建設・機材調達整備完工 1 年経過後） 
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7.  その他の資料 



7.1  研修プログラム 
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7.1 研修プログラム 

現在 CFAMA では以下の 4 タイプの研修プログラムを実施している。 
①農業機械操作コース（研修期間 2.5 ヶ月、初等教育修了者以上を対象、定員 25 名） 
②職業資格免状（DOQ）取得農業機械維持管理コース（研修期間 5 ヶ月、前期中等教育修

了者以上を対象、定員 30 名） 
③農業機械上級技術者免状（BTS）取得コース（研修期間 2 年、後期中等教育修了者以上

を対象、定員 30 名） 
④その他企業等からの委託訓練コース（アラカルトコース） 
これらのコースは「マ」国政府が推進している「農業機械化政策指針（2004 年 7 月）」

において技術・職業訓練の活性化により農業機械に係る高等技能者、技能者、機械製造者

等の必要な人材育成のニーズ（年間約 150 人）に応えるものである。 
BTS コースは農業機械化に係る即戦力のある中堅農業機械技術者養成を目的とし 2005

年より開設され今後の CFAMA における人材育成の中核をなすものである。 
1981 年から実施している維持管理コース及び操作コースは現場での即戦力となる人材養

成や再教育を主旨とする目的からニーズが高く各職場で一定の評価を得ている。 
また、農業分野ばかりでなく企業や地域組織の要望に応じて実施しているアラカルトコ

ースは機械化に係る潜在的需要への対応と機械化政策の推進手段として需要は多い。 
以下にそれぞれの研修プログラムの年間スケジュール、履修科目、履修時間数及び必要

機材を示す。 
1)  農業機械操作コース 
 年間授業計画：農業機械操作コース

番号 講義科目 時間/月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
　　　8h×6週

8h×11週

　　　8h×8週

6h×10週

4h×4週

　　4h×5週

2.5ヶ月(トラクタ操作1人/hを含む）

50

2 農業機械 88

1 エンジン

62

4 車両電気系統 60

3
ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝと
油圧

64

16

6 栽培技術 20

5 保守管理

7
外部実習及
び試験

農業機械操作コース

理論
実習/
演習

エンジン 50 30 20
ﾄﾗｸﾀｰ、耕耘機、燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟ試験台、ﾉｽﾞﾙﾃｽﾀｰ、エンジン性能試験装
置、分解用ｴﾝｼﾞﾝ、作業台、組立分解工具、圧縮ｹﾞｰｼﾞ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ精密磨き

農業機械 88 60 28
耕運機、ﾄﾗｸﾀｰ、ﾎﾞﾄﾑﾌﾟﾗｳ、ﾃﾞｨｽｸﾌﾟﾗｳ、ﾁｾﾞﾙﾌﾟﾗｳ、ｼｰﾀﾞｰ、農薬散布機、
肥料散布機、ﾄﾚｰﾗｰﾘｱﾀﾞﾝﾌﾟ、ｼﾞｬｶﾞｲﾓ用作業機、ﾃﾞｨｽｸﾊﾛｰ、分解組立工
具、小型ﾊﾞｽ

トランスミッションと油圧 62 46 16 ﾄﾗｸﾀｰ、耕耘機、ﾄﾗｯｸ、分解組立工具、油圧流量ﾃｽﾀｰ

車輌電気系統 60 44 16
ﾄﾗｸﾀｰ、耕耘機、ﾄﾗｯｸ、ﾏﾙﾁﾒｰﾀｰ、ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ、電圧・電流ﾚｷﾞｭﾚｰﾀﾃｽﾀｰ、
分解組立工具

保守管理 16 8 8 ﾄﾗｸﾀｰ、耕耘機、分解組立工具、ｴｱｰｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ

栽培技術 20 20 - ﾋﾞﾃﾞｵｶﾒﾗ、ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ

外部実習及び試験 64
耕運機、ﾄﾗｸﾀｰ、ﾌﾟﾗｳ、ﾃﾞｨｽｸﾌﾟﾗｳ、ﾁｾﾞﾙﾌﾟﾗｳ、ｼｰﾀﾞｰ、農薬散布機、肥料
散布機、ﾄﾚｰﾗｰﾘｱﾀﾞﾝﾌﾟ、ﾊﾞｯｸﾎｰ、ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻ、ｼﾞｬｶﾞｲﾓ用作業機、ﾃﾞｨｽｸﾊ
ﾛｰ、小型ﾊﾞｽ

合計 360

履修科目

64

履修
時間

必要機材
内訳
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2)  職業資格免状（DOQ）取得農業機械維持管理コース 

 

年間授業計画：農業機械維持管理コース
番号 講義科目 時間 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

8h×16週

4h×22週

8h×16.5週

8h×14.5週

4h×14週

4h×16週

4h×5週

3ヶ月(トラクタ操作1人/hを含む）

1
ｴﾝｼﾞﾝ及び修
理技術

128

2 農業機械 88

3
ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝと
油圧

132

4
車両電気系
統

116

5
作業場の維
持管理

56

6
農機調整管
理

64

7 栽培技術 20

8
外部実習及
び試験

116

農業機械維持管理（DOQ）コース

理論
実習/
演習

エンジン及び修理技術 128 80 48
ﾄﾗｸﾀｰ、耕耘機、燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟ試験台、ﾉｽﾞﾙﾃｽﾀｰ、エンジン性能試験装
置、分解用ｴﾝｼﾞﾝ、作業台、組立分解工具、圧縮ｹﾞｰｼﾞ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ精密磨き

農業機械 88 60 28
耕運機、ﾄﾗｸﾀｰ、ﾎﾞﾄﾑﾌﾟﾗｳ、ﾃﾞｨｽｸﾌﾟﾗｳ、ﾁｾﾞﾙﾌﾟﾗｳ、ｼｰﾀﾞｰ、農薬散布機、
肥料散布機、ﾄﾚｰﾗｰﾘｱﾀﾞﾝﾌﾟ、ｼﾞｬｶﾞｲﾓ用作業機、ﾃﾞｨｽｸﾊﾛｰ、分解組立工
具、小型ﾊﾞｽ

トランスミッションと油圧 132 100 32 ﾄﾗｸﾀｰ、耕耘機、ﾄﾗｯｸ、分解組立工具、油圧流量ﾃｽﾀｰ

車輌電気系統 116 96 20
ﾄﾗｸﾀｰ、耕耘機、ﾄﾗｯｸ、ﾏﾙﾁﾒｰﾀｰ、ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ、電圧・電流ﾚｷﾞｭﾚｰﾀﾃｽﾀｰ、
分解組立工具

農機維持管理 56 48 8 ﾄﾗｸﾀｰ、耕耘機、分解組立工具、ｴｱｰｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ

金属加工組立 64 32 32 ｱｰｸ溶接機、ガス溶接機

栽培技術 20 20 - ﾋﾞﾃﾞｵｶﾒﾗ、ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ

外部実習及び試験 116
耕運機、ﾄﾗｸﾀｰ、ﾌﾟﾗｳ、ﾃﾞｨｽｸﾌﾟﾗｳ、ﾁｾﾞﾙﾌﾟﾗｳ、ｼｰﾀﾞｰ、農薬散布機、肥料
散布機、ﾄﾚｰﾗｰﾘｱﾀﾞﾝﾌﾟ、ﾊﾞｯｸﾎｰ、ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻ、ｼﾞｬｶﾞｲﾓ用作業機、ﾃﾞｨｽｸﾊ
ﾛｰ、小型ﾊﾞｽ

合計 720

履修科目
履修
時間

内訳

116

必要機材
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3) 農業機械上級技術者免状（BTS）取得コース 

 

年間授業計画：BTSコース1年次
番号 講義科目 時間/月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

4h×15週

　4h×10週

3h×20週

3h×20週

  2h×20週

4h×10週

4h×10週

6h×30週

4h×25週

4h×40週

　4h×10週

    4h×10週

2h×10週

4h×10週

2h×20週

2h×20週

数学

素材耐性

図学(1)

機械工学

電気工学

熱力学

水理学

ﾄﾗｸﾀ(1)

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

農業機械

農学

畜産

生態学

9

簿記

情報処理

技術英語(1)

10

11

12

13

14

15

5

6

7

8

1

2

3

4

16

17

60

40

60

60

40

40

40

180

100

160

40

40

20

40

40

20

20人材育成

農業機械上級技術者免状取得（BTS）コース

理論
実習/
演習

数学 60 40 20

素材耐性 40 20 20
金属張力試験機、たわみ試験機、素材耐性試験機、力量計、ﾊﾞﾗﾝ
ｽｾｯﾄ、小型ﾊﾞｽ

図学(1) 60 20 40
A1ｻｲｽﾞ製図用机・用具、製図用ｽﾂｰﾙ、PCﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ、AutoCaDｿﾌ
ﾄ、辞書機能ｿﾌﾄ、技術用語ｿﾌﾄ、小型ﾊﾞｽ

機械工学 60 40 20

電気工学 40 20 20
ﾏﾙﾁﾒｰﾀｰ、ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ、ｽﾍﾟｸﾄﾗﾑｱﾅﾗｲｻﾞｰ、ｼｸﾞﾅﾙｼﾞｪﾈﾚｰﾀｰ、ﾜｯﾄ
ﾒｰﾀｰ、ICﾃｽﾀｰ、ｸﾗﾝﾌﾟﾃｽﾀｰ

熱力学 40 30 10

水理学 40 20 20

トラクター(1) 180 80 100

ﾄﾗｸﾀｰ、耕耘機、燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟ試験台、ﾉｽﾞﾙﾃｽﾀｰ、エンジン性能
試験装置、分解用ｴﾝｼﾞﾝ、作業台、組立分解工具、圧縮ｹﾞｰｼﾞ、ｼﾘﾝ
ﾀﾞｰ精密磨き、ﾏﾙﾁﾒｰﾀｰ、ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ、電圧・電流ﾚｷﾞｭﾚｰﾀﾃｽﾀｰ、油
圧流量ﾃｽﾀｰ

農業機械化 100 40 60
耕運機、ﾄﾗｸﾀｰ、ﾎﾞﾄﾑﾌﾟﾗｳ、ﾃﾞｨｽｸﾌﾟﾗｳ、ﾁｾﾞﾙﾌﾟﾗｳ、ｼｰﾀﾞｰ、農薬散
布機、肥料散布機、ﾄﾚｰﾗｰﾘｱﾀﾞﾝﾌﾟ、ｼﾞｬｶﾞｲﾓ用作業機、ﾃﾞｨｽｸﾊﾛｰ、
分解組立工具、小型ﾊﾞｽ

農学 160 80 80
耕運機、ﾄﾗｸﾀｰ、ﾎﾞﾄﾑﾌﾟﾗｳ、ﾃﾞｨｽｸﾌﾟﾗｳ、ﾁｾﾞﾙﾌﾟﾗｳ、ｼｰﾀﾞｰ、農薬散
布機、肥料散布機、ﾄﾚｰﾗｰﾘｱﾀﾞﾝﾌﾟ、ｼﾞｬｶﾞｲﾓ用作業機、ﾃﾞｨｽｸﾊﾛｰ、
穀物水分計、PHﾒｰﾀｰ、電子天秤、小型ﾊﾞｽ

家畜生産 40 20 20 小型ﾊﾞｽ

生態学 40 20 20 小型ﾊﾞｽ

簿記 20 20 - PCﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ、辞書機能ｿﾌﾄ、技術用語ｿﾌﾄ

情報処理(1) 40 10 30 PCﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ、辞書機能ｿﾌﾄ、技術用語ｿﾌﾄ

技術英語(1) 40 20 20 PCﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ、辞書機能ｿﾌﾄ、技術用語ｿﾌﾄ

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ及びｸﾞﾙｰﾌﾟ指導(1) 20 10 10

人材育成 20 20 -

合計 1,000 510 490

必要機材履修科目
履修
時間

内訳

1年 次
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年間授業計画：BTSコース2年次
番号 講義科目 時間 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

4h×25週

　4h×10週

2h×30週

3h×20週

4h×20週

2h×20週

    3h×10週

4h×25週

3h×20週

　4h×10週

2h×20週

2h×20週

3h×20週

2h×20週

2h×20週

2.5ヶ月

1 製造技術 100

2 農機維持管理 40

3 図学(2) 60

4 農機保管管理 60

5 農業企業管理 80

6 計測学 40

7 測量 30

8 ﾄﾗｸﾀ(2) 100

9 農業機械化(2) 60

10 農村地域施工 40

11 計画策定 40

12 地域経済 40

13 行政 60

14 情報処理(2) 40

15 技術英語(2) 40

16 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ(2) 40

17 卒業論文 2ヶ月

農業機械上級技術者免状取得（BTS）コース

理論
実習/
演習

製造技術 100 40 60 ｶﾞｽ溶接機、ｱｰｸ溶接機

農業機械維持管理 40 10 30
耕運機、ﾄﾗｸﾀｰ、ﾎﾞﾄﾑﾌﾟﾗｳ、ﾃﾞｨｽｸﾌﾟﾗｳ、ﾁｾﾞﾙﾌﾟﾗｳ、ｼｰﾀﾞｰ、農薬散
布機、肥料散布機、ﾄﾚｰﾗｰﾘｱﾀﾞﾝﾌﾟ、ｼﾞｬｶﾞｲﾓ用作業機、ﾃﾞｨｽｸﾊﾛｰ、
分解組立工具

図学(2) 60 20 40
A1ｻｲｽﾞ製図用机・用具、製図用ｽﾂｰﾙ、PCﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ、AutoCaDｿﾌ
ﾄ、辞書機能ｿﾌﾄ、技術用語ｿﾌﾄ

農機保管場管理 60 40 20 PCﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ、辞書機能ｿﾌﾄ、技術用語ｿﾌﾄ

農業企業管理 80 50 30 PCﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ、辞書機能ｿﾌﾄ、技術用語ｿﾌﾄ

計測学 40 20 20 力量計、ﾊﾞﾗﾝｽｾｯﾄ

測量 30 10 20 ﾄﾗﾝｼｯﾄ、GPS、PCﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ、AutoCaDｿﾌﾄ

トラクター(2) 100 40 60
ﾄﾗｸﾀｰ、耕耘機、分解用ｴﾝｼﾞﾝ、作業台、組立分解工具、ﾏﾙﾁﾒｰ
ﾀｰ、ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ、ICﾃｽﾀｰ、電圧・電流ﾚｷﾞｭﾚｰﾀﾃｽﾀｰ、油圧流量ﾃｽ
ﾀｰ

農業機械化(2) 60 20 40
耕運機、ﾄﾗｸﾀｰ、ﾎﾞﾄﾑﾌﾟﾗｳ、ﾃﾞｨｽｸﾌﾟﾗｳ、ﾁｾﾞﾙﾌﾟﾗｳ、ｼｰﾀﾞｰ、農薬散
布機、肥料散布機、ﾄﾚｰﾗｰﾘｱﾀﾞﾝﾌﾟ、ｼﾞｬｶﾞｲﾓ用作業機、ﾃﾞｨｽｸﾊﾛｰ、
分解組立工具、小型ﾊﾞｽ

農村地域施工 40 20 20 PCﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ、辞書機能ｿﾌﾄ、技術用語ｿﾌﾄ

計画策定 40 30 10

地域経済 40 30 10 PCﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ、辞書機能ｿﾌﾄ、技術用語ｿﾌﾄ

行政 60 20 40

情報処理(2) 40 10 30 PCﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ、辞書機能ｿﾌﾄ、技術用語ｿﾌﾄ

技術英語(2) 40 10 30 PCﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ、辞書機能ｿﾌﾄ、技術用語ｿﾌﾄ

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ及びｸﾞﾙｰﾌﾟ指導(2) 40 20 20

論文 2ヶ月 - - PCﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ、辞書機能ｿﾌﾄ、技術用語ｿﾌﾄ

合計 870 390 480

2年次

必要機材履修科目
履修
時間

内訳
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4) その他企業等からの委託訓練コース 

年 団体、組織と活動内容 テーマ 期間 参加者

SIRAMA：サトウキビ栽培と砂糖精製 指導者養成 3週間 8 intern

FIFABE：稲栽培 指導者養成 3週間 3 intern

FANAMBANA：大規模栽培 技術者養成 1ヶ月 3 intern

MAMISOA：大豆栽培 トラクター研修 2週間 2 extern

SIRAMA トラクター研修 2週間 2 intern

1986 FANAMBANA 指導者養成 3週間 14 intern

1987 MPARA：農業生産・土地改革省 運転手養成 2週間 16 intern

1988 MPARA：実際はMAEP 農機メンテナンス 3週間 109 intern

1996 SIRMA トラクターメンテナンス 2週間 28 intern

1997 ROMA：乳製品促進 農機メンテナンス 1週間 19 extern

PHBM：MAEP省のプロジェクトの一環 耕耘機の操作・メンテナンス 1週間 7 intern

FIFAMANOR：農業と牧畜 農業機械化の安定した管理 1週間 1 extern

NGO(RANO SY VARY)：灌漑と稲作 耕耘機の操作 1週間 1 intern

2001 AQUALMA：えび養殖 機材メンテナンス 2週間 1 intern

FIFAMANOR： 農機修理・メンテナンス 3週間 10 extern

FIFAMANOR： 農機操作方法・メンテナンス 2週間 2 extern

SOCTAM：タバコ栽培 農機操作方法・メンテナンス 2週間 45 出張研修

SOCTAM： ワークショップの計画と管理 1週間 7 出張研修

SOCTAM： 農機操作方法・メンテナンス 2週間 15 intern

FIFAMANOR： 刈り取り機と脱穀機の研修 1週間 1 extern

CITE 小型農機具の製作 3週間 2 intern

SOCTAM： 農機操作方法・メンテナンス 2週間 5 intern

INFOR：教育と職業訓練省の組織 農業機械研修講師の研修 2週間 7 intern

PHBM： 小型農機具の製作 3週間 25 出張研修

MAEP：農業・牧畜・漁業省 農機操作方法・メンテナンス 1週間 3 intern

CARITAS：カトリックNGO ポンプの製作 1週間 2 extern

農民組織<AVOTRA> 耕耘機の操作 1週間 2 intern

PPRR：MAEPのプロジェクトの一環 小型農機具の製作 2週間 10 intern

SOCTAM： トラクターの油圧装置の修理 1週間 10 出張研修

SOCTAM： トラクターの電気系統の修理 1週間 5 intern

FERTILIS,MITRACO,TIKO Farm,
FIFAMANOR（農業開発者）

耕起作業と播種 1週間 16 extern

研修アラカルト

2003

2004

2005

2006

1984

1985

2000

2002



7.2  研修ニーズおよび研修修了者追跡調査結果 
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7.2 研修ニーズ及び研修修了者追跡調査結果 
上記の各研修コースのカリキュラム・シラバス等の妥当性、現実性を確認するとともに、

各研修コースに柔軟に対応しうる必要な機材の内容を検討するために、研修ニーズ調査及

び研修修了者の追跡調査を行った。アンケート調査を行うに当たっては、CFAMA との協

議の結果アンケート対象者を以下のとおり決定して実施した。 

アンチラベ周辺 アンタナナリボ周辺 合計  

予定 実績 予定 実績 予定 実績 

研修修了者 50 名  95 名 50 名  8 名 100 名 103 名 

農家 15 名  18 名 15 名 13 名 30 名  31 名 

雇用先企業 5 名   6 名 5 名  2 名 10 名   8 名 

政府関係者 7 名   7 名 3 名  3 名 10 名  10 名 

合計 77 名 126 名 73 名 26 名 150 名 152 名 

 
主な項目の調査結果を以下に示す。 

研修修了者 
研修内容について講義・実習内容は理解できたと回答した者は講義で 97.1%、実習では

81.5%であった。全般的に研修内容には満足したと回答した者は 75.7%であった。課題･改

善点としては実習を増やして欲しい、機材が古い、資機材の不足等が多く挙げられる。 
 

農家 
CFAMA の存在を知っていると回答した者は 58%だが、研修コース内容を知っていると

回答した者は 23%、出張研修コースを知っていると回答した者は 3%と少ないが、BTS コ

ース修了者を雇用したい（49%）、出張研修サービスに参加したい（71%）と CFAMA に

興味を示している農家は少なくない。 
 

雇用先企業及び政府関係機関 

 雇用先企業 政府関係機関 
BTS コースを知っている 38% 50% 
BTS コースに現職員を参加させたい 38% 40% 
BTS コース修了者を雇用したい 74% 60% 
出張研修サービスを知っている 13% 20% 
出張研修サービスに参加したい 62% 20% 

 
また、現地調査期間中に職業資格免状（DOQ）取得農業機械維持管理コースの学生 17

名及び農業機械上級技術者免状（BTS）取得コースの 2 年生 13 名とそれぞれの研修カリキ

ュラムの内容に関して面談する機会があったが、異口同音に履修科目、講義内容について

満足しているが、施設、機材が老朽化して不足しているとの回答が多かった｡研修ニーズ及

び CFAMA の研修修了者の追跡調査の結果解析からも全く同様の結果及び指摘がされてい

る。 
 
以上の結果、「マ」国で唯一の農業機械化訓練センターである CFAMA の上記の４つの

研修プログラムは年間約 150 名の農業技術・技能者を育成するという「マ」国政府の上位

計画である「農業機械化政策指針（2004 年 7 月）」の中で目指している技術・職業訓練の

強化による必要な人的資源の改善という目標にも整合しており妥当であると判断される。 
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一方、教室に関しては現在管理等の 2 教室は主に BTS1 年次及び 2 年次用で利用してい

るほか、ワークショップの付属室で教室農業機械操作コース及び DOQ コースを、食堂でア

ラカルトコースを実施しているような状況で、本来明確に区分されるべき内容が施設スペース

の不足により混在を強いられた状態となっている。 

 
CFAMA の授業は原則として一コマ 3 時間で午前及び午後の一コマの 1 日 2 科目授業を

行っている。BTS コースは月曜から土曜まで（土曜は午前中のみ）の週 33 時間(132 時間/
月)、農業機械操作コース及び DOQ コースは月曜から金曜まで（水曜は午前中のみ）の週

27 時間(108 時間/月)時間である。このコマ割りに基づく先述の各コースの研修プログラム

を円滑に実施するには BTS コース 1 年次、２年次、農業機械操作コース及び DOQ コース、

アラカルトコースの 4 教室及び製図室、PC 教室、電気・電子ラボ及びワークショップが必

要でそれぞれでの講義時間数は下記のとおりとなる。 
 
この結果、一般教室の使用頻度はアラカルトコース用教室を除いて比較的高い。アラカ

ルトコース用教室(教室 4)はコースの開催時期、期間及び定員等が不定期なため稼働率は低

いため PC 教室と兼用とする。また、電気電子ラボ室についても稼働率が低いのでこれらの

講義は図書閲覧室を兼用して使用することとする。製図室、及びワークショップに関して

はそれぞれの使用頻度はまちまちだが、研修の実習・演習には欠かせない施設であると判

断される。 

 

教室-1使用計画[BTSコース1年次使用]
番号 講義科目 時間数内理論 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

8 16 16 16 4

4 8 8

4 8 8 8 8 4

2 4 4 4 4 2

6 12 12

8 16 16

10 10 10 10 10 10 10 10

6 6 6 6 6 6 4

4 8 8 8 8 8 8 8 8 8 4

4 8 8

8 8 4

2 4 4 4 4 2

10 10

2 4 4 4 4 2

1000 510 24 50 62 74 76 60 42 34 36 24 28 0

60

20

2015 技術英語(1) 40

16 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 20

17 人材育成 20

1 数学 60

2 素材耐性 40

3 図学(1) 60

4 機械工学 60

5 電気工学 40

6 熱力学 40

7 水理学 40

8 ﾄﾗｸﾀ(1) 180

9 農業機械 100

10 農学 160

11 畜産 40

12 生態学 40

13 簿記 20

14 情報処理 40

合計

80

40

20

20

20

80

20

40

20

30

40
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教室-２使用計画[BTSコース2年次使用]
番号 講義科目 時間数 内理論 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

4 6 6 6 6 6 6

2 4 4

4 8 8 8 8 4

5 10 10 10 10 5

2 4 4 4 4 2

4 4 2

4 6 6 6 6 6 6

4 4 4 4 4

4 8 8

8 8 8 8 8

6 6 6 6 6

8 8 8 8 8

2 4 4 4 4 2

20 20

100 50 50

870 520 47 50 70 68 68 53 38 26 50 50 0 0

30

40

20

40

40

20

20

40

40

50

10

20

40

10

1 製造技術 100

2 農機維持管理 40

3 図学(2) 60

4 農機保管管理 60

5 農業企業管理 80

6 計測学 40

7 測量 30

8 ﾄﾗｸﾀ(2) 100

9 農業機械化(2) 60

10 農村地域施工 40

11 計画策定 40

12 地域経済 40

13 行政 60

14 情報処理(2) 40

15 技術英語(2) 40

16 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ(2) 40

17 卒業論文 2ヶ月

合計

教室-3 年間使用計画　[農業機械維持管理コース及び農業機械操作コースに使用]
番号 講義科目 時間(hr) 内理論 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
農業機械維持管理コース：5.0ヶ月

20 20 20 20

15 15 15 15

20 20 20 20 20

24 24 24 24

12 12 12 12

8 8 8 8

10 10

8

計 720 444 74 109 99 99 63

農業機械操作コース：2.5ヶ月
10 20

10 25 25

46 13 20 13

4 20 20

8

10 10

4

計 360 212 47 95 70

合計 1,080 656 0 74 109 99 99 63 47 95 70 0 0 0

80

60

100

96

5

6

7

エンジン

農業機械

ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝと油圧

車輌電気系統

保守管理

栽培技術

外部実習及び試験

1

2

3

4

50

88

62

60

外部実習及び試験

128

88

132

116

56

64

20

116

車輌電気系統

作業場の維持管理

農機調整管理

栽培技術

5

6

7

8

1

2

3

4

ｴﾝｼﾞﾝ及び修理技術

30

60

44

48

32

20

8

農業機械

ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝと油圧

8

20

4

16

20

64
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製図室

番号 講義科目 時間数
実習/
演習

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

40 8 8 8 8 8

40 5 5 5 5 5 5 5 5

アラカルト研修
10 10

140 90 5 5 5 5 5 13 23 13 8 8 0 0合計

BTS1年次

BTS2年次

3 図学(1) 60

3 図学(2) 60

2 図学 20

 

教室-4 年間使用計画　[研修アラカルト(4回/年)に使用]
番号 講義科目 受講時間 内理論 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

資材使用方法・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ：2週間
8

15

15

6

計 60 44 44

農業機械研修講師の研修：2週間
8

15

18

8

8

計 70 57 57

小規模機材の作成：3週間
20

10

15

5

計 90 50 50

トラクタの操作・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ：2週間
10

6

10

10

計 60 36 36

合計 280 187 44 0 0 57 0 0 50 0 0 36 0 0

注：2004年アラカルト研修を参考に作成

20

8

15

15

6

8

15

18

20

20

5 保守管理

4 トラクタの操作方法

1

2

機械工学

図学

3 製造技術

エンジン

農業機械

ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝと油圧

車輌電気系統

1

2

3

4

ｴﾝｼﾞﾝ及び修理技術

農業機械維持管理

作業場の維持管理

農機調整管理

1

2

3

4

8

8

20

10

10

20

20

10

10

6

10

10

20

10

15

5

10 10

10

20

40

2 農業機械のﾒﾝﾃﾅﾝ 10

4 農機維持管理 10

1

3 耕運機の操作方法 20

農業の機械化
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 研修修了者追跡調査結果（1/2） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

有用だったと思う講義･実習

49

29
23

15

8

8

7

2111
11111111 11 1 1

全て

モーター

農業機械

トランスミッション

栽培技術

電気機器

運転

機械組み立て

一般機材

管理

機械維持管理

機械技術

機械有効性の評価

機材管理

自動車機械

車輌の仕組み

修理

装備

調整

農業機械の維持管理

農業機械の情報

農業技術

農業の仕組み

研修参加の動機

2
4

5

6
7

7

8

3 2

5

農業機械を扱うのが夢だった

所属先からの指示

知識の向上

農業機械への情熱

子供の頃からの夢

専門の職業訓練を受けた
かった
両親からの薦め

雇用を見つけるため

CFAMAの研修の流れで

CFAMAの評判を聞いていた

参加時の宿泊先

12.6%

75.7%

1.0%1.0%
3.9%1.0%1.0% 3.9%

CFAMAの寮

自宅

兄の家

祖父の家

両親の家

軍隊のキャンプ

Mahatamana農場

無回答
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研修修了者追跡調査結果（2/2） 
 

講義・実習履修時間は

2%

16%

82%

長すぎる

丁度良い

短すぎる

講義は

5%1%

2%

92%

よくわかった

なんとか理解できた

難しくてよく理解できなかった

無回答

実習は

68%

13%

2%

17%

すぐ出来た

なんとかできた

難しくてうまくできなかった

実習がなかった

指導員のレベルは

77%

22%
0%1%

高いと思う

普通

低い

無回答

全般的に

75%

17%

1%7%

満足した

普通

不満

無回答

課題･改善点

44

7
76

6

8

5

11

13

6
実習を増やすべし

研修期間を延ばして欲しい

電気機器の講義を増やして欲しい

トランスミッションの説明をもっと欲しい

なし

農業機械の説明をもっと欲しい

モーターの講義を増やして欲しい

新しい機材を購入すべき

機材が古い

資機材が不足している
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研修ニーズ調査結果（1/3） 
農家 

CFAMAの存在を

58%

42% 知っている

知らない

CFAMAの研修コースを

23%

77%

知っている

知らない

BTSコースに子弟を

36%

32%

26%

6%
参加させたい

必要ない

できない

無回答

BTSコース修了者を

49%

19%

29%

3%

雇用したい

必要ない

できない

無回答

出張研修サービスに

71.0%

19.4%

9.7%
参加させたい

必要ない

できない

出張研修サービスを

3%

97%

知っている

知らない
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研修ニーズ調査結果（2/3） 
雇用先 

 
 
 
 
 
 

雇用した研修修了者の技術レベルに

50%50%

0%

満足している

普通

不満

現時点で新規雇用の予定が

50%50%
ある

ない

新設のBTSコースは

38%

62%

知っている

知らない

BTSコース修了者を

74%

0%

13%

13% 雇用したい

必要ない

できない（理由）

無回答

出張研修サービスを

13%

87%

知っている

知らない

出張研修サービスに

25%

0%

13%

62%

参加したい

必要ない

できない（理由）

無回答

BTSコースj^に現職員を

38%

62%

0%

参加させたい

必要ない

できない（理由）
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研修ニーズ調査結果（3/3） 
政府関係者 

新設のBTSコースを

50%50%
知っている

知らない

 

 
 
 

BTSコースに現職員を

40.0%

10.0%

30.0%

20.0%

参加させたい

必要ない

できない（理
由）
無回答

出張研修サービスは

20.0%

70.0%

10.0%
知っている

知らない

無回答

BTSコース終了者を

60.0%

0.0%

20.0%

20.0%

雇用したい

必要ない

できない
（理由）
無回答

出張研修サービスに

20%

0%40%

40%

参加したい
必要ない

できない（理由）
無回答
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